
竹といを使って水を流し始めた子どもたち。た
だ流すだけかと思いきや・・・

実は石を水流で流そうとしていました。色々な
容器を手にして水をせっせこ運ぶ子どもたち。
水を流す量で石の動きが変わることもやりなが
ら体感していきます。

さらに別ルートに流れていく水に私が竹といを
パッと被せてみました。するとそこから時々出
てくる水に気がついて、今度はそこに水が流れ
るよう工夫して遊び始めました。

みんなが水を運んだ後の足洗い場はいつもこの
通り！砂だらけ。よく遊んだ証拠ですね。

過ごしやすい気温になりました。
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園児

本日のねらい・内容

　戸外が暖かくなって、子どもたちにとって遊びやすい時期となってきました。最近の子どもたちは一
人ひとりがとても安定して過ごしており、もう４歳に近い子どもたちは大人から離れて、自分たちの遊
びを展開するようになってきています。
　暖かくなると水に触れるのも大丈夫。子どもたちは水が大好き。色々な変化が見られる水は子どもた
ちの遊びの中では欠かせないものです。

成長の視点

今後の展開
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